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京都ディスプレイ装飾協会会員様の情報交換のための季刊情報誌

京都ディスプレイ装飾協会事務局 ／ 株式会社イマジン 経営管理部 井上真美　TEL：075-323-5564　FAX：075-323-5574　E-mail：kdda@imajine.jp

［無断転載を禁じます］

第 6 号
春
2026

KDDA news

日 時：2026 年 1月26日（月）
場 所：ザ・サウザンドホテル京都 参加人数：80名

2025年12月１日（月）萬重さんにて、京都Display装飾
協会の忘年会が開かれました。
例年は新年賀詞交歓会を萬重さんで行うのですが、各
社スタッフの参加を促して規模拡大した新年会をザ・
サウザンド京都で開催し、代わりに忘年会を萬重さん
で行うことになりました。
会員企業22社・30名が出席し、一年間のお互いの労を
ねぎらい、かつ親睦を深めました。
大阪万博の成功や好調なイベント業界の明るい話題
から、人材不足や働き方改革への対応等悩ましい課題

まで話題は尽きず、お酒と伝統ある京料理に舌鼓を
打ちながら京都・西陣の夜が深まっていきます。
恒例となりました会員企業の一人一言挨拶タイムで
は、真面目なコメント・ウンチク満載のお笑いなど各
社様々でしたが、自社だけでなく業界全体を盛り上げ
ていこうという気持ちが表れていたように思います。
本会では、会員企業の皆さんの団結を業界隆盛に繋
げるべく、このような催事を開催して参ります。
引き続きどうぞよろしくお願い致します！

2026年 新年賀詞交歓会 開催！

KDDA忘年会2025 日 時：2025年12月1日（月） 
場 所：京都市　京料理 萬重　　

参加人数：31名

青年部会の皆さん

２０２６年京都ディスプレイ協会 新年賀詞交歓会を、
１月２６日（月）ザ・サウザンドホテル京都にて開催い
たしました。賀詞交歓会は今回が初めての開催でした
が、８０名もの皆さまにご参加いただき、盛大に執り
行うことができました。
当日は、井上理事長の年頭のご挨拶から始まり、納屋
内理事の乾杯の後は名刺交換をはじめ、新年のご挨
拶や今年の抱負など、活発な交流が行われました。
ご参加いただいた皆さまが自由に語り合い、新たなつ
ながりが生まれる、大変有意義で温かい時間となり
ました。
初開催にもかかわらず多くの方にご参加いただき、改
めて会員の皆さまの結束と交流の力を感じる会とな
りました。
来年の開催時にも、ぜひ多くの皆さまにお越しいただ
ければ幸いです。
また、本会にて納屋内理事より青年部の発足を正式
に発表し、改めて青年部メンバーをご紹介させていた

だきました。
青年部は、組合の次代を担う若手メンバーが中心とな
り、業界の活性化や新たな価値創出に向けて、さまざ
まな活動に取り組んでまいります。
若い世代ならではの視点や行動力を生かし、組合全
体の発展につながる取り組みを進めていく予定です。
皆さまには、若手の活動へのご理解とご協力を賜れ
れば幸いです。
青年部員は引き続き募集しておりますの
で、ぜひ若手社員の皆さまにご参加い
ただき、交流の輪を広げていただけれ
ばと思います。
皆さまのご参加が、業界の未来
をより力強いものにしていき
ます。
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L I N K S

一般社団法人日本ディスプレイ業団体連合会
https://www.display.or.jp/ 

国立京都国際会館
https://www.icckyoto.or.jp/

みやこめっせ
https://www.miyakomesse.jp/

京都パルスプラザ
http://www.pulseplaza.jp/

- 2 -

KDDAニュースについてのお問合せ、ご意見、ご要望、掲
載希望記事を随時受付けています。京都のディスプレイ
業界がさらに盛り上がるような様々なご意見・ご提案をお
待ちしております。お問い合わせは事務局まで。

お問合せ・ご意見・ご要望受付

kdda@imajine.jpE-mail

075-323-5564TEL 075-323-5574FAX

株式会社イマジン 経営管理部 井上真実京都ディスプレイ
装飾協会事務局

掲載記事を募集いたします。ディスプレイ業界の新情報や、名物社員の紹介、趣味の話など何でも受付けま
す。新たな情報を共有してコミュニケーション豊かなフィールドを創っていきましょう。

記事募集

葵祭 2026
2026年 5月15日（金）会 期 京都御所～下鴨神社～上賀茂神社会 場

KYOTO NIPPON FESTIVAL 2026
-時をこえ、華ひらく庭-

～ 2026年 5月24日（日）会 期 北野天満宮会 場

KYOTOGRAPHIE 京都国際写真祭 2026
2026年 4月18日（土）～ 5月17日（日）会 期 京都市京セラ美術館ほか市内各所会 場

壬生狂言
2026年 4月29日(水・祝)～5月5日(火・祝)会 期 壬生寺会 場

イベント・展示会紹介KYOTOKYOTO

お知らせ
京都ディスプレイ装飾協会　行事案内

日本ディスプレイ業団体連合会　行事案内

こぼ 話れ事務局

南区の裏路地で週末のみひっそり営業されている「石臼挽き手打ちそば処 
ミュラー」さん
臼で丁寧に挽いたそば粉を贅沢に使った、名物の十割田舎蕎麦は、そば好き
にはたまらない一品です。極太に打たれた麺は、噛むほどにそばの香りが広
がり、モチモチとした力強い食感がクセになる仕上がり。十割ならではの濃厚
な風味と、田舎蕎麦特有の素朴で深い味わいがしっかりと感じられます。
つゆは出汁の旨味が際立ち、太麺との相性も抜群。
噛み応えのある蕎麦と、キレのあるつゆが合わさる
ことで、満足感の高い“食べる蕎麦”を楽しめます。
そば本来の香りと食感を存分に楽しみたい方には、
ぜひ一度味わってほしい逸品です。

「石臼挽き手打ちそば処 ミュラー」

ゴルフコンペ（5/20）5月 KDDA総会 （5/25）5月

納涼会 （7/29）7月 青年部総会夏期

第58回全国大会inAOMORI　もってけ！青森
会場：ホテル青森

6月

西日本地区委員会 （6/25　於：京都）6月
（6/11～12）

株式会社ガルーダシップ 
（右京区）

私たちガルーダシップは、人が
集い、出会い、価値が生まれる
「空間」を創り出すことを使命と
し、イベントや展示会を中心とし
た空間プロデュース事業を展
開しています。
デジタル化が進む現代におい
ても、実際に見て、触れて、体験
するリアルな場には、人の心を
動かす大きな力があります。
私たちはその力を最大限に引き出すため、企画・設計・制作・施
工・運営までを一貫して手掛け、お客様の想いやブランド価値を
形にする空間づくりを追求してまいりました。
多様な業界で培った経験と機動力を強みに、東京ビッグサイト
や幕張メッセをはじめ全国各地の展示会・イベントに携わりなが
ら、お客様の事業発展に貢献しています。
これからも「人が集う、その力」を信じ、新たな価値を創造する
パートナーとして挑戦を続けてまいります。

会員企業紹介

有限会社 AKムーブメント（亀岡市大井町並河）
AKムーブメントは宏和運輸グループの一員として、永年、ディ
スプレイ業界に関わってきました。
宏和運輸グループは、京都を拠点に、運輸・物流・倉庫を中核事
業として幅広いサービスを展開する総合物流企業です。
ディスプレイ関連業務、
イベント関連業務、新聞
輸送、食品物流、倉庫事
業まで多様なニーズに
対応し、永年にわたり
培ってきた実績と機動力
で、地域から全国へ安定
した物流サービスを提
供しています。

次号では、総会のご紹介や日本ディスプレイ業団体連合会の「西日本地区委員会」、また「全国大
会inAOMORI もってけ！青森」への参加報告、さらに会員同士の交流を深める「納涼会」の特集を
お届けいたします。どうぞご期待ください。

新年賀詞交歓会に参加して感じたことは、代表の方ばかりではなく社員様同士でお顔が拝見でき
る機会となり、親交を深められるとても良い場になったことでした。また今年度からは青年部の活
躍が見込まれ、京デ協全体の盛り上がりが期待される1年となりそうです。こまめな取材を通し
て、京デ協の様々な活動を皆様にお届けしたいと思います。ご協力よろしくお願いいたします。

次回予告

編集後記

古都徒然草 ～ 京都人の密かな愉しみ Rouge-継承- ～
こんにちは。しんたろうです。

日々生きる中で、面白く感じたこと、不思議に思った
こと、考えさせられたことなどを

とりとめなく、つらつら書いていこうと思います。今回
も少しお付き合いください。

皆さんは、NHKドラマ「京都人の密かな愉しみ
Rouge-継承-」を観ていましたか？

2015年1月に放送が始まり、京都人の持つ独自の価値観や美意識をドラマとドキュメン
タリーで描いてきた「京都人の密かな愉しみ」は、2022年5月の「Blue 修業中　門出の
桜」（第2シリーズ）をもって庭師、料理人など修業中の若者たちの巣立ちとともに大団
円を迎えて終わった！と思っていましたが、2026年1月、その第３シリーズが全9話の「プ
レミアムドラマ」として戻ってきました！物語の舞台は、240年の伝統を誇る京都屈指の
老舗和菓子屋・久楽屋春信(鶴屋吉信を模しています)。常盤貴子さん演じる“京都人の
中の京都人”沢藤三八子がパリに去ってから８年…… 穂志もえかさん演じる新たなヒロ
イン・三上洛がはるばるパリから京都の地に。彼女に託された大きな使命とは？外の人
間にはうかがい知れないほど複雑で面倒くさい町のおきてで成り立っている京都。何百
年も続く長く重い伝統、季節ごとに移ろう衣食住のしきたり、一筋縄ではいかないプライ
ド高き京都人たち……果たして洛は、三八子とともにその“使命”とどう格闘していくの
でしょうか…とNHKのHPでは解説されています。

京都に住まう人なら、分かる！この場所、この人間関係、この価値観と感覚の面倒くささ
…とても面白いです！話しの核となるのは、継承問題。ドラマの内容に結構、身につまさ
れます。継承に必要なものは何か。継承を受け入れる側も、受け渡す側にも求められるも
のとは？京都のエコシステム（環境の話しではありません。エコシステムは生物が互いに
依存し合いながら共存する「生態系」を語源としています。ビジネスにおいては、独立した
企業や事業、製品、サービスが相互に連携し、一つのビジネス環境を形成する様子を指
します）に組み込まれた我々は、何を“依り代”に経営を行うのか…次回は、京都に住まう
者の事業継承の考え方・公家文化との関係性を、ドラマに準えながらアカデミックに考
察できればと思います～

文／中山 信一郎

NHK
プレミアムドラマ

「京都人の密かな愉しみ Rouge-継承-」
は、NHK ONEでご覧いただけます。


